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新
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右
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衛
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門
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の墓
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高野七口と女
にょ

人
にん

道
みち

　高野山は八
はち

葉
よう

の峰と呼ばれる外周の山々に囲まれた山中の
盆地状の地形となっており、高野参詣にはこれらの外周の山
を越えて山内に入っていきました。山

さん

内
ない

へは各地から道が通
じており、高野七口と呼ばれる入口が定まり、それぞれの口
には女

にょ

人
にん

堂
どう

が建立され女人禁
きん

制
せい

とされた高野山内への女性の
入山を禁じていました。江戸時代後期に編

へん

纂
さん

された『紀伊国
名所図会』には次の七口が挙げられ、やがてそれぞれの口に
至る道を含んだ意味でも用いられるようになりました。

▼大
だいもんぐち

門口───────────────────
　町石道をたどり高野山大門に至る道で、高野山の正面玄関
にあたります。かつらぎ町の三谷からの三谷坂、紀の川市の
麻

お

生
う

津
づ

からの麻生津道も町石道に合流して大門に至ります。
高野山内への西方からの入口で、西口・矢

や

立
た て

口・麻生津口・
和歌山口とも呼ばれました。

▼不
ふ

動
どう

坂
ざか

口
ぐち

──────────────────
　高野山の北の入口で、山内の一心院谷に至り、京口とも呼
ばれています。ここには女人堂が唯一残されています。京・
大坂より紀伊見峠を越えてくるものと、大和路より待

ま つ

乳
ち

峠
とうげ

を
越えてくるものが二軒茶屋で合流し、学

か

文
む

路
ろ

からこの道を登
る参詣客は十に八九にも及ぶと言われました。

▼黒
くろ

河
こ

口
ぐち

───────────────────
　大

や ま と

和口
ぐ ち

とも呼ばれ、橋本よりの近道とされます。高野山へ
の北東の入口で、粉

こ つ

撞
き

峠
とうげ

から山内の千手院谷に至ります。

▼大
おお

峰
みね

口
ぐち

───────────────────
　高野山の東方からの入口に当り、東口・野川口とも呼ばれ
ます。山内の蓮

れ ん

華
げ

谷
た に

に通じ、大峰山上から洞
ど ろ

川
が わ

、天
て ん

川
か わ

を経て
天
て ん

狗
ぐ

木
ぎ

峠
とうげ

からここに至ります。一度この道から高野山に登れ
ば、その功

く

徳
ど く

は七度半に及ぶとされ、この道筋は七度半道と
も呼ばれています。

▼大
おお

瀧
たき

口
ぐち

───────────────────
　熊野口とも呼ばれ、高野山の南東の入口です。熊野本宮か
ら小辺路を経て大滝、そしてここから高野山内に至ります。

▼相
あいの

浦
うら

口
ぐち

───────────────────
　高野山南方の入口で、南谷へ入ってきます。相

あ い

ノ
の

浦
う ら

郷から
山内への入口です。

▼龍
りゅう

神
じん

口
ぐち

───────────────────
　湯

ゆ

川
か わ

口
ぐ ち

・保
や す

田
だ

口
ぐ ち

・簗
や な

瀬
せ

口
ぐ ち

とも呼ばれ、高野山への南西から
の入口です。田辺市龍神からの道と有田川町清水からの道が
合流してここに至ります。

高
こう

野
や

参
さん

詣
けい

道
みち

●町
ちょう

石
いし

道
みち

─ 世界遺産 ───────────────
　町石道は九

く

度
ど

山
や ま

町
ちょう

慈
じ

尊
そ ん

院
い ん

から矢
や

立
た て

（花
は な

坂
さ か

）、大門を経
へ

て高野
山奥

おくのいん

院へ至る約 24㎞の参詣道。高野山への表参道として最
も早くからひらかれた道。鎌倉時代に建

こ ん

立
りゅう

された五
ご

輪
り ん

卒
そ

塔
と う

婆
ば

をかたどった町
ちょう

石
い し

が 1 町（約 109 ｍ）ごとに立ち、古くから
の信仰が偲ばれる。平成 16 年世界遺産に登録された。

●三
み

谷
たに

坂
さか

─ 世界遺産 ───────────────
　かつらぎ町三谷の丹

に

生
う

酒
さ か

殿
ど の

神
じ ん

社
じ ゃ

から丹
に

生
う

都
つ

比
ひ

売
め

神社に参拝
して町石道へ、又は笠松峠から直接町石道へ至る道。久安 3
～ 6 年（1147 ～ 50）に御

お

室
む ろ

御
ご

所
し ょ

覚
か く

法
ほ う

法
ほ う

親
し ん

王
の う

が用いた記録
が残る。沿道には笠

か さ

石
い し

、頬
ほ

切
き れ

地
じ

蔵
ぞ う

などの石造物が残る。大正
13 年（1924）に丹生都比売神社が官

か ん

幣
ぺ い

大
た い

社
し ゃ

となった際に勅
ちょく

使
し

が通ったことから「勅使坂」とも呼ばれる。平成 28 年世
界遺産に追加登録された。

●麻
お

生
う

津
づ

道
みち

（西
さい

国
ごく

街
かい

道
どう

）─ ────────────
　紀の川市の麻生津から麻生津峠を越え、かつらぎ町の志賀
から高野町の矢

や

立
た て

で町石道に合流する。和歌山への往還には
もっぱらこの道が用いられた。

●京
きょう

大
おお

坂
さか

道
みち

─ 不動坂：世界遺産 ─ ──────────
　京都・大坂（大阪）・堺方面から河内長野を経て、紀見峠を
越え、橋本で紀の川を渡り、学

か

文
む

路
ろ

から九度山町の河
か

根
ね

で
丹
に ゅ う

生川
か わ

を渡り、高野町の神
か み

谷
や

を経て高野山に至る道で、高野
参詣道で最も多くの参詣者に用いられたと言われる。堺から
高野山女人堂まで 1 里（約 4㎞）ごとに里道標石が建てられ
13 基の道標石が残されている。現在の極楽橋付近から女人
堂までの不動坂は、大正 4 年（1915）高野山開創 1100 年
に急峻なかつてのルートに代わって新しくひらかれた道が通
じるが、近年旧道が復原され平成 28 年 10 月世界遺産に追
加登録された。

●黒
くろ

河
こ

道
みち

── 世界遺産 ───────────────
　橋本市賢

かしこ

堂
ど

から高野山の千
せ ん

手
じ ゅ

院
い ん

谷
た に

へ通じる高野参詣道で、
橋本から高野山への近道とされる。大和国からの参詣客が
しばしば利用することから大和口とも呼ばれた。文禄 3 年

（1594）の豊臣秀吉の高野登山の帰途に用いられたことが文
献に見え、高野参詣の主要な道の一つであったことがうかが
える。このルートが平成 28 年世界遺産に追加登録された。

●大
おお

峰
みね

道
みち

───────────────────
　奈良県の大峰山から洞

ど ろ

川
が わ

を経て天
て ん

狗
ぐ

木
ぎ

峠
とうげ

を越え、桜峠から
高野山へ入る道で、大峰山と高野山の二つの霊場を結ぶ道と

して主に修
し ゅ

験
げ ん

者
し ゃ

や巡
じゅん

礼
れ い

者
し ゃ

がこの道を利用した。俗にこの道
み ち

筋
す じ

を七
し ち

度
ど

半
は ん

道
み ち

と呼び、一度この道を用いて高野山へ参詣すれば、
その功

  く　どく

徳は七度半にあたるといわれた。

●熊
くま

野
の

参
さん

詣
けい

道
みち

─小
こ

辺
へ

路
ち

── 世界遺産 ──────────
　高野山の南、大瀧口に至る道で、高野山と熊野本宮を繋

つ な

い
で紀伊山地の山々を南北に貫く全長 72㎞のルート。高野山
からは伯

お

母
ば

子
こ

峠
とうげ

・三
み

浦
う ら

峠
とうげ

・果
は て

無
な し

峠
とうげ

の三つの大きな峠を越えて
熊野本宮に至る。道中には石

いしだたみ

畳や苔
こ け

むした石仏など、かつて
の古道の雰

ふ ん

囲
い

気
き

が色濃く残っている。

●相
あいのうらみち

浦道───────────────────
　相

あ い

ノ
の

浦
う ら

は高野山の南約5㎞にある集落で、『紀伊国名所図会』
には織田信長の重臣・佐

さ

久
く

間
ま

信
の ぶ

盛
も り

が追放されて住み着いたと
ころと記されている。この相ノ浦から高野山内に入る道で、
高野山南谷に至る。

●有
あり

田
だ

龍
りゅう

神
じん

道
みち

─────────────────
　有田、龍神から高野山の龍神口（湯

ゆ

川
か わ

口
ぐ ち

・保
や す

田
だ

口
ぐ ち

・簗
や な

瀬
せ

口
ぐ ち

）
に至るルートで、龍神から護

ご

摩
ま

壇
だ ん

山
ざ ん

、箕
み の

峠
とうげ

を経て北上し、有
田川沿いに東進する道と花園の新

あたら

子
し

で合流し、辻の茶屋、湯
川辻を経て高野山の大門に至る。

●女
にょ

人
にん

道
みち

── 世界遺産 ───────────────
　高野山は明治 5 年（1872）まで女

に ょ

人
に ん

禁
き ん

制
せ い

として女性の立ち
入りを禁じていたため、高野山内への入口には女人堂と呼ば
れる籠

こ も

り堂
ど う

があり、これらを綴
つ づ

るように八
は ち

葉
よ う

蓮
れ ん

華
げ

の峰々をめ
ぐり、山内を遥

よ う

拝
は い

した道が女人道と言われている。この道は
高野山内と山外を画する境界にあたることから結

け っ

界
か い

道
み ち

とも呼
ばれた。平成 28 年 10 月世界遺産に追加登録された。

高野参詣道
京大坂道沿道
みどころ

　紀の川の渡し口を示す常夜燈籠が
2 基建つ。紀見峠を越えて橋本に至っ
た高野参詣者は橋本川河口付近から
紀の川を渡し船でこの地に降り立つ。
西へ進むと京大坂道、南へ進むと黒
河道を経て高野山に至る。対岸の東
家にも同様の常夜燈籠 2 基のうち 1 基が残る。

　「杖の梅天神」とも呼ばれる。空海が
讃
さ ぬ き

岐（香川県）から杖として突いてきた
梅の木をこの地に差し置いたのが芽

め

吹
ぶ

いたものと伝えられ、梅の縁により小さ
な社を設け、天神を祀

ま つ

ったと伝える。

　幕末に茱
ぐ み の き

萸木村（大阪狭山市）の小左
衛門と五兵衛が発

ほ つ

願
が ん

して高野山女人堂
から堺の大小路橋まで 1 里（約 4㎞）毎
に建てられ、それぞれに高野山女人堂
への里

り

程
て い

が刻まれている。和歌山県下
では橋本市柱本の紀見峠の 6 里石から、橋谷、東家、学文路、九
度山町河根、高野町の神谷に今も道標が残る。街道南側の物狂石
は「大師様の腰

こ し

掛
か け

岩
い わ

」とも言われ、弘法大師がここに住む高
た か

師
し

四
し

郎
ろ う

の善行を愛し、経
きょう

文
も ん

を誦
じ ゅ

読
ど く

したと伝える。

　作
さ

水
み ず

は西
に し

郷
ご う

の小名。千石橋から南へ
急な作水坂を登った小集落で、高野街
道六地蔵の第 5 が街道の東側に立つ。 　谷が深く急な斜面となっていると

ころで、その昔、高野山で罪を犯し
た者が簀

す

巻
ま き

にされて、投げ込まれた
ところと伝える。

　高野山吉祥院の稚児がこの滝
た き

壺
つ ぼ

に
身を投げたことからこの名がある。
近
ち か

松
ま つ

門
も ん

左
ざ

衛
え

門
も ん

の「心
し ん

中
じゅう

万
ま ん

年
ね ん

草
そ う

」 の
モデルとなった話として知られる。

　桜茶屋からの急坂を登りつめたとこ
ろに黒岩と呼ばれる岩が街道沿いにう
ずくまっている。明治 4 年（1871）2 月
30 日（一説には 29 日）ここで仇

あ だ

討
う ち

が行
われた。ここから街道に沿って約 400
ｍ登ったところに、討たれた 7 人の墓
が残されている。明治 6 年 2 月 7 日に
仇討禁止令が出されたので、これが日
本最後の仇討となったという。

　神谷は西
に し

郷
ご う

村
む ら

と細川村の出村として
成立し、高野街道（不動坂口）の高野
山に最も近い宿場として栄えた。幕末
から昭和初期までが最盛期で、「日が
昇ると銭が湧

わ

く」とまで言われた。昭
和 4 年（1929）極楽橋まで電車がつき、
翌年ケーブルが開通すると賑わいは失
われていった。

　南海電車極楽橋駅の傍
かたわ

らにあって、不
動橋とも呼ばれ、不動谷川に架かる。こ
こから24 町（約 2.6㎞）で女人堂に至る。

　極楽橋（不動橋）から女人堂までの
急坂を不動坂といい、高野七口の一つ
に数えられる。この坂は高低差が 300
ｍ以上あり、大正 4 年（1915）高野山
開創 1100 年にあわせて新しい道が造
られたが、近年かつての道が復原され世界遺産となった。

　明治の自由民権運動の高まりにより
掘り起こされた義

ぎ

民
み ん

伝
で ん

承
しょう

で、石
い し

籠
こ

詰
つ

め
の刑

け い

で亡くなった新右衛門を村人が密
かにここに葬

ほうむ

ったとされる。

　高野街道六地蔵の第 2 番目の地蔵。
『紀伊続風土記』には「境内周二十二
間」 とあり、かつては約 10 ｍ四方の
境内地があったが、現在は国道 370 号
交差点の片隅にひっそりと小堂が残る。
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自
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新宮

粉
河

笠
田

妙
寺
高
野
口

五
条

王
寺

橋本

串本

紀伊田辺

天王寺
関西国際空港

大阪

高野山高野山
極楽橋

九度山

和歌山市

南海高野線

なんば

和歌山港

㋒清
  し　みず

水三
さん

井
せい

　昔から弘法大師の加
か

持
じ

水
す い

とする井
が 3 か所あって、それぞれ「石井」、
「薦

こ も

池井」、「清水井」 と呼ばれ、
うち清水井は紀伊清水駅の北、河川
敷に接して今も水が湧き出ている。
清水の地名はこれに由来するという。

㋕高
こう

野
や

街
かい

道
どう

六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

第
だい

二
に

㋑高
こう

野
や

街
かい

道
どう

六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

第
だい

一
いち

・西
さい

行
ぎょう

堂
どう

　紀の川南岸の高野街道（京大坂
道）で、高野山までの途次、六地蔵
になぞらえて 6 か所の地蔵が高野街
道六地蔵と呼ばれている。その第一
がここで、堂は西

さ い

行
ぎょう

堂
ど う

とも呼ばれ、
風

ふ

呂
ろ

敷
し き

包
つつみ

を背負った西行像といわれ
る坐像がある。また、堂の前に桜の
古木があったという。昔、光

こ う

厳
ご ん

法
ほ う

皇
お う

が紀の川に落ちて濡れた衣
をかけたとされ、その話は『太

た い

平
へ い

記
き

』に見える。

㋗興
こう

山
ざん

寺
じ

領
りょう

御
お

国
くに

領
りょう

境
きょう

界
かい

標
ひょう

石
せき

　興山寺領と御国領の境界を示すもので、かつては東方大
谷川に架かる土

ど

居
い

橋
ば し

付近にあったとされ、現在はここ学文路
郵便局前に移設されている。興山寺領は高野山領、御国領
は紀伊藩領のこと。

㋘学
か

文
む

路
ろ

三
さん

叉
さ

路
ろ

道
どう

標
ひょう

石
いし

　宝暦8年（1758）に建立された道標で、慈
じ

尊
そ ん

院
い ん

（九度山
町）へ1里（約4km）、高野山女人堂へ3里（約12km）と記
す。高野山ヘ向かう道と慈尊院へ向う道の分

ぶ ん

岐
き

点
て ん

。

㋚学
か

文
む

路
ろ

苅
かる

萱
かや

堂
どう

　学文路の地は石
い し

童
ど う

丸
ま る

物語の舞台と
なったところで、ここでこの物語を高
野参詣の人々に絵

え

解
と

きなど唱
しょう

導
ど う

を行っ
た。この物語ゆかりの品々や版

は ん

木
ぎ

が多
数伝えられ、石童丸の母の千

ち

里
さ と

の墓とされる墓石も残されている。

㋛しづく石
いし

　学文路駅から南方へ約 500 ｍ、県道となっ
ている高野街道の東側に水の滴

したた

る大きな岩が露
出している。硯

すずり

を作る石材として用いたという。

㋝高
こう

野
や

街
かい

道
どう

六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

第
だい

三
さん

　高野街道の 3 番目の地蔵。九度山町の繁
し げ

野
の

の
集落にあり、今も街道の東側に残され地域の人た
ちに信仰され続けている。

㋫花
はな

折
おり

　女人堂を目前にして、高野参詣の旅人たち
はここで花を折り、奥の院へお供えしたという。

㋪清
きよめのふどう

不動

　不動坂や不動谷川の名はこの不動に由来す
る。高野参詣前の心身を清め直す場であった。

㋬女
にょ

人
にん

堂
どう

　かつては高野七口にそれぞれ女人堂が
あったが、今ではこの不動坂口にのみ女人
堂が残されている。高野山は女人禁制であっ
たため、女性はここから先の山内に入るこ
とはできなかった。そのため、女性のお籠

こ も

り堂
ど う

として女
に ょ

人
に ん

堂
ど う

が建てられ、女人堂を縫う
ようにして女

に ょ に ん み ち

人道を巡り、山内を拝した。

㋣桜
さくら

茶
ちゃ

屋
や

・高
こう

野
や

街
かい

道
どう

六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

第
だい

六
ろく

　急坂の途中にあり、この辺りには桜
が多く、その中でも一本の古木がひと
きわ聳

そ び

えていたという。道の山手東側
には地蔵がまつられ、高野街道六地蔵
の第 6 に数えられている。

㋡河
か

根
ね

・千
せん

石
ごく

橋
ばし

・高
こう

野
や

街
かい

道
どう

二
に

里
り

道
どう

標
ひょう

石
いし

　河根は高野街道の宿場として発達し、
室町時代には集落を形成していた。江
戸時代には高野参詣の旅人の大半はこ
の地を通るようになり、本

ほ ん

陣
じ ん

、旅
は た ご

籠、
茶屋などが立ち並び賑わいをみせた。
千石橋は河根と作

さ

水
み ず

を分かつ丹生川に
架かる橋で、長さ 18 間、幅 2 間半、高さ 10 間余りの欄

ら ん

干
か ん

を持つ
橋で、大橋とも呼ばれる。7 年毎に営繕費千石を支給したことから
この名があるという。また、千石橋北詰に高野街道二里道標石が
立つ。ここから高野山女人堂まで 2 里（約8㎞）の距離となる。

㋟高
こう

野
や

街
かい

道
どう

六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

第
だい

四
よん

　河
か

根
ね

峠
とうげ

にある地蔵で、高野街道六地蔵の第
4 とされる。ここから南へは急な下り坂を経
て河根の集落に至る。

㋞弘
こう

法
ぼう

清
し

水
みず

　弘法大師がこの地を通りかかった際、
村人に硯

すずり

の水を求めたところ、あいに
く水はなく、村人は遠い谷まで行って
水を汲

く

んで来た。大師はこの厚意を大
変喜び、ここに水が湧

わ

き出る井を設
も う

け
た。それ以来、この井を硯

すずり

水
み ず

とも呼ぶようになったと伝える。

㋜幡
はた

天
てん

神
じん

社
じゃ

　廣
ひろはたのおおかみ

畑大神と称される石
い わ

清
し

水
み ず

八
は ち

幡
ま ん

の和
に ぎ

神
み

霊
た ま

をお祀りしていると伝えられ、「廣」
が省略され、また、大神が天

あ ま

津
つ

神
か み

となっ
て天神と称されるに至り、幡天神と呼
ばれるようになったという。

㋓社
しゃ

皇
こう

神
じん

社
じゃ

・鎌
かま

不
ふ

動
どう

　社皇神社は紀の川の対岸、市脇の
三部明神（相

お う

賀
が

大
だ い

神社）の姉
あ ね

神
か み

を祀
ると伝える。かつては祭礼に三部明
神から神

  み　こし

輿の渡
と

御
ぎ ょ

があったとされる。
鎌不動は弘法大師が鎌で作ったとい
う不動尊がまつられている。

㋠丹
に

生
う

神
じん

社
じゃ

・日
にち

輪
りん

寺
じ

　丹生神社・日輪寺は河根村の北にあり、
江戸時代後期の書物には、高

こ う

野
や

明
みょう

神
じ ん

社
じ ゃ

としてみえる。一
い っ

間
け ん

社
し ゃ

流
ながれ

造
づくり

の社
し ゃ

殿
で ん

で、永
正 14 年（1517）に改修されたことが棟

む な

札
ふ だ

に見える。日輪寺はその別
べ っ

当
と う

とされる。

紀伊山地の参詣道ルール
１．「人類の遺産」をみんなで守ります
２．いにしえからの祈りの心をたどります
３．笑顔であいさつ、心のふれあいを深めます
４．動植物をとらず、持ち込まず、大切にします
５．計画と装備を万全に、ゆとりをもって歩きます
６．道からはずれないようにします
７．火の用心をこころがけます
８．ゴミを持ち帰り、きれいな道にします

参詣道を歩かれる方へ
 ･ スパイク付きの靴の使用を控えたり、トレッキングポー

ル（ストック）の先端（石突き）金属部分にはゴムキャップ
をつけるなど、道の保護に配慮してください

 ･ 車両等の乗り入れをしないでください
 ･ 事前に参詣道の情報を収集してください

橋本市教育委員会生涯学習課
	 TEL.0736-33-3704
橋本市経済推進部シティセールス推進課	 	
	 TEL.0736-33-6106
はしもと広域観光案内所
	 TEL.0736-33-3552

2018.3　中和印刷紙器㈱ 印刷

交通アクセス

お問い合わせ

1時間42分

粉河和歌山

関西国際空港

笠田 妙寺 五条橋本

橋本

橋本

高野口

粉河和歌山 笠田

花園

妙寺

5分28分16分53分

29分

35分
31分 10分 5分 6分 7分 13分

10㎞6㎞4㎞4㎞8㎞24㎞

6㎞ 4㎞ 24㎞
30㎞ 22㎞

24㎞ 15㎞

五条高野口

高野口 高野山 護摩壇山 龍神九度山

高野山極楽橋九度山難波 橋本

JR

南海
電鉄

車

橋本市賢堂（堂前の道標は平成28年11月に移設されたもの）
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高野参詣道　黒河道
　黒河道は高野七口の一つ黒河口に至る高野参詣道で、橋本市賢堂から高野山の千手院谷へ通じ、橋本
から高野山への近道とされました。また、大和国からの参詣客がしばしば利用することから、古くは大
和口と呼ばれていました。道が険しく、多くの参詣客は黒河道の西方を並行する京大坂道を利用したと
言われます。文禄3年(1594)の豊臣秀吉の高野参詣の帰途に用いられたとされ、高野参詣の主要な道の
一つであったことがうかがえます。高野山の周辺地域では地域の産物を高野山へ奉納する「雑事（ぞう
じ）のぼり」にも利用されたとみられ、物資の輸送にも利用されたことが推定されています。黒河道と
されるルートはいくつかありますが、秀吉の利用したとされるルートが復原され、平成27年10月、国の
史跡に指定され、翌年の平成28年10月世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」に追加登録されました。
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この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図
25000を複製したものである。（承認番号　平30情複、第223号）
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②五
ご

軒
けん

畑
はた

岩
いわ

掛
かけ

観
かん

音
のん

　西国巡礼のミニチュア版と
して橋本市清水・西畑・向副・
賢堂・南馬場で巡拝するもの
で、文政 13年（1830)にはじま
る。岩掛観音は西国 14番大津
三井寺にあてられている。こ
こからの橋本市街の眺めはす
ばらしい。

③鉢
はち

伏
ぶせ

弘
こう

法
ぼう

井
い

戸
ど

　鉢伏の名は山の形が鉢を伏
せた形状であることに由来す
るとも、蜂が群生して住民を
苦しめていたところ弘

こう

法
ぼう

大
だい

師
し

が群がる蜂に大
だい

喝
かつ

して蜂を伏
せたことに由来するともいう。
井戸は大師の加

か

持
じ

水
すい

と伝える。

④明
みょう

神
じん

ヶ
が

田
た

和
わ

　明
みょうじょう

星ヶ
が

田
た

和
わ

ともいう。弘法
大師がここで護

ご

摩
ま

供
く

を行い、明
星から無数の流星が出現したこ
とからこの名があるともいわれ
る。黒河道の橋本市内での最
高所でもある。賢堂・青

あおいぶち

淵・国
城山・清水・わらん谷（黒河道）
へ至る道がここで分岐する。

⑤給
きゅう

水
すい

施
し

設
せつ

　明神ヶ田和の南約 600 ｍ、
沢の水を取水して明神ヶ田和
へポンプアップしていた施設
で、国

くに

城
ぎ

山
さん

麓の橋本市西畑・清
水へ給水していた。

⑥藁
わらん

谷
たに

の滝
たき

　給水施設の南約 700 ｍ、黒
河道の西側の谷が深くなると
落差 5ｍ程度の滝が目に留ま
る。藁谷では最も大きな滝で、
霊場高野山へ向う旅人の心を
清めたことであろう。

⑬茶
ちゃ

堂
どう

跡
あと

　ここで黒河道を
行き交う旅人に茶
を接待していたこ
とからこの名があ
る。堂内には花

か

崗
こう

岩
がん

製
せい

の弘法大師像
が祀られ、その基
礎台には「是ヨリ奥院へ三十六丁二間半」と、
享和元年（1801）の年号が記されている。

⑪久
く

保
ぼ

の石
せき

仏
ぶつ

　「往
おう

来
らい

安
あん

全
ぜん

」と刻んだ台石の
上に、弘法大師像と観

かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

、南
な

無
む

大
だい

師
し

遍
へん

照
じょう

金
こん

剛
ごう

と南
な

無
む

観
かん

世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

と2段に刻まれてい
る。向って左側面には「右かう
や（高野）左まにん（摩

ま

尼
に

）道」
と記し、ここで高野山への道と
旧摩尼村への道が分岐する。また、現在は九度山町河根から
の舗装道がここへ合流する。

⑫久
く

保
ぼ

小
しょう

学
がっ

校
こう

跡
あと

　久保の石仏の向かい側に建
つ。かつて、周辺地域のこども
たちが通っていた小学校で、平
成 18 年に休校となった。学校
敷地の西側の道を南にたどると
茶堂から粉

こ

撞
つき

峠
とうげ

へ通じ、道を東
南へとると旧黒河村から摩尼山
へ通じる。例年 4月中旬に咲く校庭の桜は見事。平成 29年
10月1日「くどやま森の童話館」としてオープンした。

⑰粉
こつきとうげ

撞峠
　子

こ

継
つぎ

峠などとも表記され、黒
河道の最高所にあたる。楊

よう

柳
りゅう

山
さん

への分岐で、女人道・高野三
山道と合して山内に向う道とな
る。高野山の内外を画する結界
にあたり、地蔵石仏を納めた小
堂が建っている。石仏には永正
9年（1512）の年号と「検

けん

校
ぎょう

重
ちょう

任
にん

」の銘が読み取れ、黒河
道の歴史が察せられる。

⑲黒
くろ

河
こ

口
くち

女
にょ

人
にん

堂
どう

跡
あと

　高野町役場の北東約200ｍに
「黒河口」の立札が建てられ
ている。高野七口の一つ黒河口
の女人堂があったところ。明治
初期まで高野山は女

にょにんきんせい

人禁制が守
られていたため、高野山への 7
つの入口である高野七口にはそ
れぞれ女人堂があり、ここから山内への女性の立ち入りを禁じ
ていた。現在は不動坂口にのみ女人堂が残る。

⑱一
いっ

本
ぽん

杉
すぎ

　粉
こ

撞
つき

峠
とうげ

から山内に向って下り、
奥
おくのいん

院の背後に出るところに大き
な一本杉が立つ。一本杉の裾
には花

か

崗
こう

岩
がん

製
せい

の道標が2基建て
られ、「右てんしく（転軸）山　
左おくのゐん」とあり、ここで
黒河道から奥之院への道が分岐
する。

⑦赤
あか

石
いし

　藁
わらんだに

谷の滝の約 100 ｍ
南、黒河道に突き出し
た巨石がある。黒河道
を行き交う旅人の目印
となった。南へ約 200
ｍで橋本市と九度山町
の境界となる。

⑮高
こう

野
や

豆
どう

腐
ふ

製
せい

造
ぞう

所
しょ

跡
あと

　気温が下がる高野山周辺で
は凍り豆腐の生産が盛んで、高
野豆腐と呼ばれた。黒河道沿
いにもその跡があって、凍り
豆腐製造所跡の水槽跡や大き
な石臼が今に残り、当時を偲
ばせている。

⑯東
ひがし

郷
ごう

分
ぶん

岐
き

⑩戦
せん

場
ば

田
た

和
わ

　黒河道と林道が交差する
戦場田和は北へ黒河道の急
坂を下ると市

いちだいら

平へ、林道を
東へとると柿

かきだいら

平へ、南に向っ
て黒河道を進むと太

たい

閤
こう

坂
さか

を
経て久保へ、西へ林道を辿
ると戦

せん

場
ば

山
やま

を経て久保に至
る。

⑨市
いち

平
だいら

石
いし

地
じ

蔵
ぞう

　市平の春日社から久保に
向って九

つ

十
づ

九
ら

折
おり

の急坂を登る
と道の山側に小さな石の地
蔵がまつられている。急坂を
登ってきた旅人はここで一息
つき、地蔵に旅の安全を願っ
たと想像される。

⑭大
だい

黒
こく

岩
いわ

　黒河道は茶堂を
過ぎた辺りから高
野山に向って急な
上り坂となる。そ
の途中に大黒岩が
ある。大黒岩には
大師の足跡とされ
る窪みがあり、い
よいよ高野山へ至
ろうとする参詣者
の気持ちを高めた
ことでしょう。

⑧市
いち

平
だいら

春
かす

日
が

社
しゃ

　黒河道から見上げる石段の上に鎮座する春日社。そ
の背後に大いなる桂の樹がそびえている。3月末から
4月中旬のわずかな期間に桃から緑、そして黄色に変
化する姿は貴重な光景。

①定
じょう

福
ふく

寺
じ

　本
ほん

尊
ぞん

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

は平安
時代中期の古仏（和歌山県指定
文化財）。庫

く

裏
り

は高野山の僧が
避
ひ

寒
かん

に用いる里
さと

坊
ぼう

の様式を残
す（国登録有形文化財）。黒河道
沿いの参道石段脇には九重石
塔があり、弘安 8年（1285) の
銘を刻む（橋本市指定文化財）。

　黒河道から東郷へ行く道が西へ分岐している。樹間から北
方を望むと晴れた日には紀見峠の向こう側に南河内が見渡
せ、PLの塔も見ることができる。

豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

と黒
くろ

河
こ

道
みち

　文禄 3年 (1594)3月、豊臣秀吉が高
こう

野
や

参
さん

詣
けい

の帰
き

途
と

この道を用いたとされ、
その経路が『紀

き

伊
い

続
しょく

風
ふ

土
ど

記
き

』などに見えます。秀吉が高野下山の際、千
せん

手
じゅ

院
いん

口
くち

から銅
あかがねたけ

嶽（雪池山）の北を通って、久保村・市
いち

平
だいら

村を経て、丹
にゅう

生川
かわ

を
渡り、藁

わらんたに

谷から明
みょうじょう

星が彎
たわ

（明神ヶ田和）を越え、紀の川を渡って橋本町へ
出たとのルートが記されています。当時、天下人であった秀吉が利用した道
であり、主要な参詣道の一つであったことがうかがえます。また、周辺の村々
の産物を高野山へ納める「雑

ぞう

事
じ

のぼり」にも用いられました。


